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発刊にあたって

平成7年1fll7II午前5時46分、淡路島北部を震源とする兵庫駄南部地復

が発生し、 一瞬にして「まち」を破壊し、多〈の尊い牛命を奪いましたc

ここに改めて、犠牲になられた方々のご冥幅をお祈りし 、こ迅族の方々や

被害に遭われた皆様に心からお見舞い申し上げます C

また、関係機関からの力強い応援をいただいた ことや、全国各地から寄せ

られた多くの救援物資 ・義援金等の心温まる袢意、ポランティアの皆さんが

差し伸べられた援助の手が、私たち被災住民の大きな支えとなりましたこと

を心から厄〈お礼申し tげますゞ

この地震災害は、後に「阪神 ・淡路人認災」と命名され、＊〈後世に語り継

がれる歴史的な大災塞となったことは、誠に無念の思いを禁じ円ません。L

かしながら 、失ったものがあまりにも大きかったにせよ 、得たものも 、決し

て少なくなかったと思っています 自ら被災したにもかかわらず多〈の住民

の皆さんは、お互いに助け合い、いたわり合う心をも って行動 L、また、あ

らゆる方面のボランテ 1ア活動に、生き生きとした表恰で参加していたださ

ました 豊かさの陰で、すっかり忘れてしまっていた人の心の侵しさ 、こ れ

がある限り、ふるさと 「淡路」の復活は間違いないものと確fi• いたします u

悪夢のHから 1年以上の歳｝1が流れた今でも 、町のあちら こちらにその1桔

跡が残ってはおりますが、 この苫しみを乗り越え、 一11も早〈復興を成し遂

げ、より安全なまちづ〈りに努めてい〈ことが急務と考え、現在「淡路町復

災復興計両」の策定を進めているところでありますっ

思い出した〈ない出来市ではあるけれど決して忘れてはならない、また、

その＇ド実を次の世代に水く伝えること（こ意義があるものと信じ 、本-Rをf1lti

いたしました。21世紀に向け、今まで以上に索睛らしい街を、今まで以上に

力強〈 、そして、俊Lさにあふれたふるさとを造り上げ、次世代に残したい

そんな顛いでいっぱいです。

平成8年3月1fl 

淡 路町長戸田種彦

゜
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i後に気象庁は、神戸市須庭区から西宮市にかけての長さ約勾畑、幅1畑の帯
状の地域、宝塚市、淡路島の北淡、一宮、津名町を震度7（滋震）と判定こ

心 iく上野苫 《し

疇こ
_I 

震源蠅
北緯34•36' 東縫135•03•

マグニチュード 7.2 

●濃の深さ約1

兵庫県内の災害救助法適用市町名

(10市10町）

神戸市、尼崎市、明石市、西宮市、洲本市

芦屋市、伊丹市、宝塚市、三木市、川西市

津名町、淡路町、北淡町、一宮町、五色町

東浦町、緑町、西淡町、三原町、南淡町

マグニチュード

と震度の違い

＊マクニチュード＝地震の規模大きさ lを表す尺度

＊震

マクニチュート以下Mと略記）と地霙波の形で放出され

るエネルキーとの問には、標準的にMの値が 1だけ大き

くなるとエネルギーは約32倍に、 2大きくなるとエネル

ギーは1.000倍になるという関係があるっ

度＝Mは地要そのものの大きさを表すのに対して、霙度はあ

る地点の地霙動による揺れの強さを表す塁である —

揺れの強さ

1 （微震）I綽止している人や、特に地委に注意深い人たけに感じる程度。
21軽震‘

3（弱震）「四竺＿、 或子がカタカタと鳴動する

4（中震） 家屋のi呈れが激しく、花瓶などは伺れ器内の水があふれ出る。

目か入り、墓石が倒れた 1}煙突 ・石垣などが破損する。

＇」，頃は面弱以下て、山崩れが起き、地寄れが生じ、立っている
できない----
壊が30％以上 ；山崩



カメラが見た大震災





1.17輯属0J讃膿IJ

瞬時のうちに町中が「ガレキの山」と化した。

民家が崩壊し、屋根瓦は崩れ落ち、プロック塀

が倒れ込む。道路はあっという問に埋め尽くさ

れ、車は通れず、歩くことさえも困離だ。

兵庫県南部地震がもたらした、マグニチュード

7.2の恐怖を今、カメラで追ってみた。

◎
 



壌れた民家や転石が道路をふさぎ、

通行の妨げに •••……• 神の前地区
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ガ
レ
キ
の
中
を
茫
然
自
失
で

歩
を
進
め
る
住
民
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▲隣家にもたれかかるように

倒れ込んでいる民家 束の町地区）

R 





▲ 長浜地区で ... 

一ゞ ミ～ー 、、ミ`｀ 
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....松帆地区で ▼
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大きく亀裂の入った防潮堤

後方に見える明石海峡大橋のアンカレイジも西へ

1.4mのずれを生じた 松軌 ・大谷川、PIII付近



護岸施設等も大被害

漁港、港湾なとの被害も甚大て

町の基幹産業ともいえる漁業に

大打撃を与えた
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至る所の農地では液状化現象

が見られた

民家のすぐ近く
で大きな地割れが・・・・・・・・・

⑤ 
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② 

震源地に近い松帆・港池公園では

園内道路が大きく陥没



備品類が散乱し、足の踏み場もない

役場庁舎内では、住民からの電話の

応対もままならない状慰でした

⑲ 



消
防
団
や
付
近
の
住
民
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
建
設
業
者
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て

路
上
の
ガ
レ
キ
を
撤
去
し
ま
し
た
。
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解体状況

被災家屋を解体したガレキは

南鵜崎の土取り跡地から、津

名町・佐野新島へ運ばれ、生

穂港区の埋め立て予定地に最

終処分されました

⑤
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妾
の
手

文
ォ

▼大型トラックで大量の救援物資が運ばれま した

「全国から寄せられた心
・ 温まる救援物資は、ポ

ランティアのみなさん
l 
によってきめ細かく仕

1 分けされ、被災者の手

に届きました

ポランティアの

みなさん

▲ 救援物資の配布では約2千人の被災者が集まりました

石屋小学校体ff館で

R 



手文妾

！ 
家屋が倒壊し、町公民

館などへ避難している

方々に、ポランティア

のみなさんが連日炊き

出しにご協力下さいま

した。

ー‘れ
9
,
＇ 
噌
＋
ー

栄養のパランスも考えて、

料理のメニューは日替で

⑮ 
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来町の紀宮さま

お心遣いに住民感激
4月30日来町された紀宮さまから、励まし

のお言葉を掛けられた被災者たちは、復興

への意欲を新たにした。



新聞報道より
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 ĝ-＝・・ヽggr-l.s-
＾-i、
g
5
5
2
-e

0
94-よ
.

.

 -
W、
さ
令
＃
n

-こ
ら
『

9
f̀
•
-．
2
F
-
i
i
i

a『
q
.

.

 

紀

-t・そ
<oav．． し
．
み

r--4-Sg.. 

゜



平成7年 1月18日 朝日新聞

る民軍-l7日午蔚8巧すぎ． 疇戸市轟Zで
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粧

芹

地
t

序
火
山
部
の
地
哀
学
）
の
グ
ル
ー
プ
な
と
が
相
次
通
産
名
地
四
団
五
所
の
来
EU
向
ぬ
北
部
西
庄
に
約
几
各
a
に
わ

盟
紺
調
班
や
述
熙
岱
地
賓
潤
い
で
淡
路
品
を
訪
れ
、
一
ば
付
泰
夫
主
任
四
玄
宮
ら
二
人
は
十
た
っ
て
走
る
「
野
島
断
図
」
と

ぷ
所
、
広
烏
大
の
中
田
江
（
た
近
の
団
安
な
と
を
3
査
し
て
い
八
日
に
淡
路

g
入
り
。
十
九
日
呼
ば
れ
る
活
断
屈
な
と
を
中
心

か
し
）

・
助

教

授

（

自

然

地

迎

る

。

か

ら

二

十

四

日

ま

で

の

予

定

で

に

田

査

し

て

い

る

。

綱

立

の

結

果
、
断
脳
は
南
西
力
向
に
石
に

横
す
れ
し
、
山
側
が
海
閲
に
の

し
上
が
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
印
大
の
ず

れ
は
料
名
郡
北
淡
町
野
む
平
枯

で
、
右
に
一•
六
い
、
上
下
に

一
・
ニ
ぶ
ず
れ
て
い
た
。
ま

た
、
同
町
内
で
は
、

eを
丈
匹

に
悩
切
る
辺
路
が
団
に
”
―
•

-
”
そ
ず
れ
て
い
る
紐
所
も
見
つ

か
っ
た
。
粟
田
B
交
口
は
「
断
．
の
磁

は
、
ひ
ず
み
が
た
ま
り
や
す

く
、
器
も
大
き
く
な
り
や
す

い
。
野
＂
叫
断

3
の
市
匹
は
、

m

ぼ
に
ず
れ
た
”
島
断
腐
を
四
ペ

る
醤
台
地
質
臼
五
所
の
四
査

官
ら
。
こ
の
地
点
て
は
、
直
鰈

の
町
道
が
山
F
（
手
前
）
と
ほ

a
m測
て
一
・
一
ぶ
も
ず
れ
た

"
w名
府
淡
唄
で

平成7年 1月21日 朝日新聞
I 

野
島
断
層
を

専
門
家
調
査

魯
名
が
多
か
っ
た
北
淡
町
を
放
出
し
き
っ
て
い
る
か
と
う
町
屈
に
醤
暑
欝
な

一

の

存

ば

宙
1

付
近
で
は
な
い
か
に
つ
い
て
肝
し
く
町
ぺ
る
と
と
を
設
紅
、
十
九
日
は
北
淡
町

か
j

と
推
足
す
る
。
さ
ら
に
所
し
て
い
る
。
中
心
部
の
被
宙
状
況
を
苫
ぺ
た

応
の
民
さ
と
比
裟
の
褐
茫
J

の

気

牛

仄

3
地
震
四
動
印
測
班
あ
と
、
北
か
ら
順
に
断

mの
す

閃
迎
や
、
本
咤
か
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
四
人
は
十
八
日
ま
で
に
北
淡
れ
な
と
を
計
狙
し
て
同
っ
た
。

ゆ
が
Onき
出
し
た
水
田
.
5(
出
口
は
大
き
く
陥
没
し

団
の
切
り
採
が
な
き
た
お
さ
れ
た
淡
路
町
芯
辰
で

G
内
で
は
地

g
に
よ
る
液
状
の
駐
車
出
付
近
で
は
、
迅
路
と
る
水
や
泥
の
跡
が
残
っ
て
い

阻
が
各
所
で
起
き
た
。
は
石
の
問
に
多
数
の
き
れ
つ
が
る
。
同
フ
ェ
リ
ー
に
勤
め
る
中

m稔
の

Iii子
四
フ
ェ
リ
ー
生
じ
、

g
き
出
し
た
と
み
ら
れ
尼
元
閃
さ
ん
(
-
-
E
)
は
「
地
U
当

一
曰
の
十
七
曰
羞
―
一
時
半
こ
ろ

津
名
追
に
来
た
と
こ
ろ
、
一
甜

ー
が
泥
に
汚
れ
て
ぬ
れ
て
お
り
、

～
料
金
所
に
向
か
う

mが
滋
し
く

泥
を
は
ね
上
げ
て
い
た
J

と
話

し
た
。

ー
ま
た
、

U
因
に
近
い
淡
路
町

ご
経
で
は
、
醤
近
く
の
水
田

に、

m火
口
の
よ
う
な
郎
没
が

ー
で
き
た
。
地
匹
に
よ
る
断
幻
の

ご

と

名

で

、

爵

六

ぢ

、

-9pq十
ば
ノ
ほ
と
の
大
喜
。

二
血
没
を
は
さ
み
、
北
四
は
三
十

一
屯
の
固
さ
に
水
山
が
醤
し
、

一
而
問
の
干
抒
TL2ぶ
3g011
で

は
、
地
巾
か
ら
流
れ
山
し
た
泥

に
、
開
か
ら
十
サ
の
を

闘
汀
I`JJ
-

各
所
で
液
状
化
現
象

⑪ 
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両陛下

お見舞い

小
B
の
＂
う
中
、
口
が
い
お
閂

g
が
届
い
た
ー
。
＝
そ
＇
り
、
天

F
、
日
后
山
匠
下
の
f
J
氾
庄
が
あ
っ
た
北

控
町
町
民
セ
ン
ク
ー
で
ば
、
翌
涅
~
柘
を
打
送

f
i民
は
＂
咋
お
励
在
し
なg
m
に
蓄
、
長
た
め
ど
い
立
に

な
い
＾
＇
後
の
牛
送
に

C
団
を
兄
い
だ
し
て
い
た
3

大
が
ネ
の
町
民
の
出
浬
ろ
を
受
け
、
町
氏
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
入

リ
に
な
る
天
烹
匠
下

(31Uケ
度
4
時
刃
分
、
北
心
町
で
）

阪神大娯災

励
ま
し
の
お
言

点
の
＂
に

I
ち
ら
、

醤

す

Lill迎
え
た
小
久
g
町
只

爵
に
小
久
ぢ
g
が
「

-.j
宅

に

が

げ

る
名
が
出
た
」
と
久

危
っ
て
辺
彊
っ
て
く
だ
さ
い
を
ね
ぎ
ら
っ
た
妓
、
目
に
お
盈
で
凶
迂
所
q
出
に
疲

RInJ町
ホ
C
、
四
含
藁

n＊
天
し
ぷ
り
の
芙
知
を
只
せ
て
い

ね
J
o
E
t
応
涙
っ
て
涙
ぐ
＂
）
お

t
uを
＂
＂
な
が
ら
町
口
予
住
民
も
刃
気

Il"‘RKこ
切
土
及
E

パ
）
は
つ
し

g
m
し
た
。

晶
l
J
o
「
辺
い
所
か
・
3
わ
さ
へ
。

4t印
し
ま
ざ
シ
祀
を
述
べ
て
た
＜
rえ
し
ゃ
ぺ
っ
て
し
ま
＾

n鑓
＞

ゎ
ざ
お
見
＂
い
に
支
て
く
だ
さ
小
久
沢
町
“
と
貝
京
知

IJJ

る
と
、
咤
下
ば
r
店
免
お
に
っ
た
が
、
＾
Ila味
あ
ふ
れ
る
言
四
口
は
こ
の
口
、
”
四
卜
人

っ
て
・
・
・
・
：
」
「
こ
れ
が
ら
に
杞
が
、
地
図
や
駅
空
了

mを―示
し

ill汲
っ
て
く
て
さ
い

;-mま
匹
に
気
け
ら
が
い
ら
い

rp
m
の
冨
立
訂
を
111匡
セ
ン
タ
ー
い

翌
伶
て
よ
す
」
。
不
自
嬰
な
が
ら
町
の
液
代
れ
を

n十
さ

h
r
F

ゆ
的
に
参
っ
て
い
た
が
、
元
コ
辺
に
鉗
c

波
辺
地
へ
の
突
公

岱
怖
い
ら
？
＇
、
否
戻
紐
蘭
。
大
火
災
に
な
ら
な

6
民
セ
ン
タ
ー
、
1

が
出
ま
し
ど
と
裔
c
学
校
の
お
片
い
＄
っ
て
、
＂
別

爵
か
・
？
“
姿
い
目
が
広
が
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
陛
ド
町
民
セ
ン
タ
ー
で
ば
．
―

mの
”
り
の
同
町
窯

e、
中
笞
一
年
の
＂
成
佐
芳
と

ら
K
い
こ
。
J

っ

勾

竺

杏

は

出

た

の

で

す

か

と

ロ

ピ

ー

や

匹

示

ホ

ー

ル

に

、

両

氏

”

五

g
合

r
m
E先
ド
を
決
め
て
お
り
、
も
の
も
の
し

）
山
程
卜
ぱ
町
民
セ
ン
ク
ー
で
一

IIJ役
頃

で

・

臼

閉

る

な

ど、

Illれ
性
の
序
の
姿
を
ぷ
謎
た
い
と
い
に
、
こ
れ
か
ら
の
靡
“
r
t
l
J
い
窟

aも
な
く
、
裔
閤

で

ぽ

に

位

祖

か

れ

｀

月

元

、

卜

●

本

当

に

含

ん

火

ふ

動

な

rを
か
心

r国
か

う

塁

翡

蒻

乳

1
人
の
た
乞
い
人
で
召
氾
っ
て
作
ン
を
巾
や
こ
し
た
1
故
”
吠
に
”

石
布
が

m
3答
It
全
て
下
さ
い
．
と
ば
わ
れ
、
昴
を
”
度
だ
っ

t

タ
の
乱
を
か
け
ら
れ
た
3

茂
災
・北

翌

合

尋

さ

ま

で

11t

ン

，．．．．
．．
 

，
•
―
、..•... 

,•
99
9
9,
9

^
：
＇9
,
＇
，J●
-
＇

へ

や
き
召
、
＞

b
な

か

っ

さ

意

盆

”

ば

、

当

切

の

セ

忘
れ
る

月
日
彗
註
汀
狂
直心

っ
て
町
を
掲
¥
う
と
い
う
配
そ
う
な
お
器
り
も
い

rr.

i

つ
ら
さ
一
時
、

(- 9
[

：
]ぷ`
“111]
-
[
[
[
/

淡北

文

屯

尻

ド

の

柔

・

ば

な

醤

二

＇

ん

な

に

且

に

接

し

て

も

ゥ

ど

」

合

に

し

て

ド

さ

い

ね

i

と
口
気
に
な
っ
た

l

1

綬
歪
口
ろ
か
ら
は
吹
も

か

と

n
gま
の
平
各
わ
せ
え
て
う
h
．
し
い
元
卜
の
込
が
渾
曰
西
条
み
よ
子
さ
・
（
ぎ
）
を
か
3
ら
れ
、
元
発
活
を
取
タ
ク
シ
ー
運
転
手
浜
田
光
ば

a
.、町
役
坦
前
で
危
笥

50
竺
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
」
に
、
辺
い
ぉ
：
は

は`

m亡
な

り
ま
「
も
っ
と
い
．
い
町
に
そ
ろ
っ
て
＂
反
・
ミ
う
と
い
う

刃
t
が
わ
い

さ

名

こ

：

を

名

<
t
ゑ

柑

合

、

召

盆

さ

つ

災

，

＾

で

開

t
m仔
た
が
、
お

喧

ぶ

会

い
し
一

9,a北
合
と
い
う
ス

9
nち
に
な
っ

t

の活生
翌

墨

奇

翌

子

さ

ん

{̂
o
)

「
繁
知
し
て
配
か
，
．こ
と
ヰ
立

n
 
g
 
し

え

て

い

な

い

が

；

が

み

に

な

り

ま
す
」

良

-̀

翌
災
住
民
に
は
げ
ま
し
の
お
言
哀
を
お
か
け
に
な
る
甕
后

陛
下

(
3
1
U午
浚
4
町
も
分
、
北
虻
印
区
セ
ン
タ
ー
で
）

゜
一
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田
ん
ぽ
か
ら
温
水
．翡
紐
時
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母

大

W
災
の
霞
●
に
近
い
が
立
ち
込
め
て
い
る
．
こ
の
ほ

兵
庫
彙

e名
g
E
路
町
の
山
の
か
に
、
半
程
五
百
＂
あ
晒
翻
内

中
哀
に
あ
る
田
・
名
で
、
ナ
・
七
で
．
ひ
び
”
れ
た

nン
ク
）
1

日
の
念
震
癸
生
暉
羨
か
ら
編
水
卜
の
糾
水
路
な
と
か
ら
数
R
所

い
が
『
き
出
し
た
.
ー

1
0哀
浚
お
尋
が
蘊
れ
出
て
い
る
．

・・
・

で
生
ぬ
る
＜
、
量
杢
き
さ

は

地

元

9
人
の
竺
で
は

a
*

i
 

―-l-N．
近
く
の
小
器
い
で
こ
は
、
田
ぼ
の
名
の
嬰
路

f
(
｝
 

｀
 

J

れ
ま
で
量
水
が
出
て
お
り
、
同
に
茨
れ
出
し
て
ー
．る
．
近
く
の

．

．

町
は
地
震
の
影
響
で
水
蘇
が
移

貯
水
ダ
ム
の
水
重
が
増
え
島
元

•
『
-
‘

ー
メ

i

9て
疇
出
し
た
、
と
み
て
い
の
土
塩
緊
区
は
天
日
か
ら

-

9

.

H

令
改
水
を
姶
の
た
．

ゲ
ぉ
弓
疇
き
出
し
た
の
は

n
お
“
の
わ
い
た
翌
忠
ら
―
―
―

の
切
り
株
が
残
る
田
ん
ぼ
の
中
＋
”
[
ほ
と
譴
れ
た
小
川
の
を
辺

一
で
｀
窪
と
二
“
ほ
と
の
男
ま
で
磁
以
司
か
ら
“
水
が
疇

g

り
に
な
っ
て
い
る
．

ll＊
は
底
し
て
お
り
、
住
H
が
生
活

JII*

＇
の
繹
分
が
う
文

8
色
で
、
時
折
に
配
っ
て
い
た
．
こ
4
丘
ぷ
二
方

'
「
ゴ
ポ
ゴ
ポ
J

と
言
を
た
て
て
は
埠
諜
口
環
か
ら
鴫
出
が
と
ま

-
¢
 
忍
が
出
て
い
る
．
臼
の
下
が
っ
て
お
り
、
念
H
で
水
訊
が
変

る
甲
6
は
、
畠
一
書
に
鳴
虹
わ
っ
た
ら
し
い
．

虞
g震
災
後
の
漁
など
こ
質
問

早

日

、

免

品

問

さ

n
r虔
自

は

五

か

所

2
匹
翌
七
人
ホ
ー
ム
て
阪
檜
大
唇
火
で
伸

nき
っ
た
内
災
苔
を
瓜

吾
れ
な
一
虻
柔
“
り

R
ド
函
貸

_2ぁ
を
‘
あ
て
雰
臼
へ
の
力
を
取

2
Fて
い
た
。

暑

さ

ま

ば

、

午

後

が

畠

巴

声

が

点

っ

勾

は

J

作
っ
て
し
＇
藷
翌
に

震
災

疇

p
g言
な
っ
た
。
と

一
曰
町
の
出
函
玉
澱
恵
へ
°
向
g
四
竹
代
秀
這
・
淡
路
町
長
が
寇
後
の
E
の
5
子
を
f
J
賓
問
今
く
れ
た
て
の
タ
イ
や
メ
バ
ル
が
、

に
は
旦
百
人
の
町
氏
が
出
迎
内
を
零
内
し
な
記
宮
さ
否
3

じ
け
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
＊
し
ぷ
さ
を
上
”
る
い
け
瓦
m

え
な
到
雙
尖
ど
、
一
き
に
岸
璧
で
、
は
そ
公
砿
の
仕
直
い
」
と
扇
葵
d
hた
。

で

、

比

震
磁
の
鰭
名
や
出
四
す

i
 

―

--
g向
5

釦

5

-

栞竺
区
ま
の
さ
ら
宮
麟

紀
遷
る

r,9
 

ゑ
田
な
ど
を
熱
心
に
g
か
h

と
感
磁
し
て
い
P
o

い
た
。

て

い

に

。

賓

潤

I

I

J

の

仮

設

ぽ

宅

「各
3

五
色
町
の
町
霞
“
g
璽
生
験

函
口
の
あ
と
で
大
変
で
し
応
団
地
」
で
は
、
小
口
が
ば
ら
さ
且
g
で
会
店
を
交
わ
し
た
五

ょ
う
也
、

m弧
っ
て
く
だ
さ
つ
く
中
、
に
こ
や
か
に
一

I
T
-
e
l
l
J．
口
の
田
域
明
霙
さ
ん

い
」
と
ん
ぼ
り
ら
れ
た
蘇
魚
町
の
戸
口
に
立
つ
士
を
リ
｀
お

(n-0は
伍
は
大
丈
夫
で
す
か
、

ゅ
只
稟
匹
田
幸
子
さ
ん
（
上
C
年

W
り
の
下
を
鰯
る
な
ど
し
て
と
四
か
れ
な

:3だ
け
で
な

（
東
綱
I
I
J
)
ば

rm阪
神
の
＂
●
印
さ

h
に
。
主
婦
来
Ell
で
佐
く
家
踪
や
近
所
の
人
た
ち
の
観

患
先
が
地
霞
で
だ
め
に
な
り
、
子
さ
ん

(9ぽ
「
囁
し
い
方
で
日
も
心
記
さ
れ
、
心
直
い
が

含
苫
ん
で
い
た
と
こ
ろ
。
し
な
こ
ら
・
？
＆
か
い
只

m
ぅ
れ
し
か
っ
た
」
と
応
し
て

羹
て
記
念
す
べ
さ
日
で
さ
ら
に
な
り
ま
と
こ
と
宮
ん
で
い

r‘

1
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を
・
で
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ふ

ゑ

・:亙言

ュ

淡
＂
乱
の
「

m巧
斜
げ
、
そ

nぞ
れ
に
名
は
を
“

4
E
乱
"̂i.（
”
扮
＾
お
2
)

い
て
い
る
，
J
J
年
百
り
が
”
T
“

O
V
に一
-
U、
5
町
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
の
器
を
け
、
”
り
〈
投
が

ア
グ
ル
ー
プ
が
印
＿
巨
日
な
の
に
改
盈
各
ん
だ
こ
も
二
、

鬱
を
E
E
^
1蓋
屡
・
'
J•. 

う〔

の
仮
汲
l
r
c乱
で
は
M
め
て
こ
の
口
4
f
、
t
3
災
の
芸
災
名

の

§

成

さ

h
た
3
”
池
内
で
＂
区
を
・
話
す
る
ポ
ラ
ン
テ
ぇ
ア
団

ら
が
ブ
ラ
ン
ク
ー
に
ぼ
え
付
竺
マ
ー
ガ
レ
ソ
ト
盗
度

薔

バ
ー
ベ
ナ
な
ど
加
株
賠
る

に

ぢ

翫

岩

屋

の

鵜

的

自

治

会

に

宅

い
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平成7年5月4日 読売新聞

プランターに花を占え込む住民ら（己路町のエ公仮．niE宅で）

平成7年6月26日 神戸新聞
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阪神・淡路大震災

あれから1年

追跡

ドキユメント



ふ
る
さ
と

阪神・淡路大震災／ドキュメント

「
あ
わ
じ
」

1995（平成7)年1月17日午前5時46分、観測史卜初の裳度7の激裳が兵庫

県南部を襲った。

夜明け前の兵っ暗な空に閃光が走り、 卜、 ドすーンという轟音と共に天を

突き上げるような衝撃で、あの悪歩のような一Hが始まった。

その時、漁に出ていた人の話によると、突然波が盛り上がり、空が光り、

対岸に見える街の灯りが次々と消える異常事態に、あわてて港に引き返した

という。

の
復
興
を
願
っ
て
：
：
．．
o

淡詫から神戸 ・阪神問にかけて、いくつも走る活断層群が千数百年にわた

りため込んだ屁大なひずみエネルギーを一令気に爆発させ、自然災害としては

戦後最大の惨ボとなった阪神 ・淡路大衰災（兵庫県南部地庭）は、約20秒間の

激裳で、死者6千 3百余人、損壊した家屋が20万棟を超えるという大被害を

もたらした。

当町でも、死者 1人、竜僅者6人、軽1苔者51人を出し、家屋の損壊も全半

壊した数は1,000戸を超え、一部破損も含めるとほぼ全町民がinJらかの被害を

被った。

町内 4箇所の避雅所には、l H平均63.3人（最大145人）の方が56日問も不

自由な生活を強いられた。

ただ、狭浴道路の多い町並みの当町にとって、せめてもの救いであったの

は、神戸市長田区のように二次災害で火災の発生がなかったことである。

ここに、姦災当時のさまざまな動きを振り返り、今後の防災の貴重な教訓

として、また、この事実を永く語り伝える賓料として記録に残し、全国各地

の方々から寄せられた多くの心温まるご支援、救援活動等にご協力をいただ

いた関係機関 ・ポランティアの方々のこ厚意を忘れることなく 、心優しいふ

るさと「あわじ」の一Hも早い復興を願うものである。

1月1?日 5 : 46 

5: 49 

5 : 53 

5 : 55 

6 : 00 

地裳発生。

NHKテレビが「非常こ大きな揺れを感じた」と第一報。

安否を気遣う竜話が関西地区1こ集中し、一部で不通に。

神戸市長田区で火災発生。

大阪管区気象台が地震に関する情報第1号を発表。

r裳源地は淡路島北部、マグニチュード7.2と推定、京都市などで

虚度5」と発表。

関西 • 四国の J R、名神高速も全面ストップ。

東海道 ・山陪新幹線も始発から運転を取り止めた。

R 



1月1?日
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淡
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6 : 13 大阪管区気象台が地震情報第6号で「神戸rf-iなどで裟度6の烈震」
と発表。1後に、気象庁は現地調査の結果、裟度7の激筏と判定し

た地域は神戸市須磨区から西‘出市にかけての長さ約2~。 、 輻 1%

の帯状の地域、宝塚市、淡路島の北淡、 一宮、津名町でも確認さ

れたと発表

マグニチュード7.2。大阪管区気象台によれば、凌漉は淡路島の北

東約3七cの明石海峡付近。、188に特定）

6 : 19 英国ロイター通信が「日本で強い地裟」と緊急電。

7 : 00 兵庫県の災害対策本部設置。

7 : 30 大阪管区気象台が記者会見。「活断層がずれたらしいとしか分かり

ません」

7 : 35 阪神高速道路が神戸市東注区で倒壊判明。

兵庫県野が淡路島で女性 1人の死亡を確認。

7 : 38 近畿地方にマグニチュード4.9の強い余姦。

8 : 00 淡路町が災害対策本部設匹。

8 : 30 町の被害状況を把握するため、第1次被害状況調査班出発。

8: 45 村山首相が「万全の対策を講じる」とのコメントを発表。

10: 00 政府が兵庫県南部地裳非常災害対策本部と地震対策関係閣僚会議

の設四を決定。

10: 45 武村蔵相が「災害への財政的な手当については緊急的なものだか

ら最善を尽くしたい」とコメント。

11 : 00 気象庁が「平成7年(1995年）兵庫県南部地裳」と命名。

14: 00 町公民館など4カ所の

避難所を設四。（消防団、

町内会等による避雅者

の誘乎開始）

大蔵省と日銀が、印鑑、

通戟を紛失した預金者

の便宜を図るなど、特

別金融措翌を金融機関

に指示。

9 '’999-

▲家屋が壊れ町公民館などへ避璽
された方は蘊3,544人を数えた

R 



1月17日

1月18日

1月19日

16: 00 

97 : 15 

村山首相が緊急会見、現地入りの意向を表明。

「関東大裳災以来最大の都市型災害。人命救助でガ全を期す」と

表明c

職員が各避難所及び庁舎の2雑寺間災害待機体制に入る r

厚生省が災害救助法を適用。（県内の対象自治体は10市10町）

町が社会教育施設の 妥使用停止を決める。(3/31まで）

6 : 50 

8 : 30 

8 : 55 

11 : 00 

12: 33 

15: 00 

9 : 116 

10: 36 

神戸市で震度3（弱震）の余裳があり 有惑余衷は計72回に。

淡路町で、給水車が出動。
平貶7年 1月19B ニr売新聞

(26日までの9日間で延ペ58台、尺死三＝ rm” のこ•
38紅噺水家庭へ配られた）I-砂峰渭ヌい
洲本市の親子 5人が地震によ

るガス漏れで中苺。 3人が死

亡。(2月12日にさらに 1人死

亡）

気象庁が「今後マグニチュー

ド6程度の余震が発生する可

能性があり、 1カ月は注意を」

と発表。

連立与党3党首（村山、河野

武村）による災害対策の党首

会談。

北淡町で犠牲者38人の合同葬

儀。一宮町でも合同葬儀。

八
兵日
印午唇因且塁姜呂叉 l

k‘急窟塁豆克合に喋印
良が炭、卜のと鐸要命

市五 家女 見 素四則変—..,_

屁託t§眉『篇肴 ：但3 
苔謬だ洲巴雷塁云克 傷i
託戸げ訟広

人

炉日‘這昌貨巴註 管ガ
者包渇註蘭扉合墨 にス
夜いレ'-‘男悶 年^ ひ
ぇ勾誌苔 え房塁こ ひ＊中
しがに？月習平名

、三茎三
い平ひ

？゚位もかれ 99令 漏毎
入曰って克
宅りの

ガい

-‘迅
スし＿ る方 れ死
gゎ

：謳匹 が市の る
．れで 溢 ガ路Kた供れス比
しガ給てのに
らス百お供瑾

◄ 全国か ら寄せられた
援物資は、各町内
会を渥じて被災住民
の手に…...

洲本

スイスから災宮救助隊25人と救助犬12頭が、関西国際空港に到若。

自衛隊ヘリに乗って、ただちに神戸入りし 、初日に 5遺体を発見。

神戸で裳度3（弱裳）の余震（マグニチュード4)を記録。［

ないものを含めると、余裳の総回数は約800回，ー0

こ感じ



1月19日

1月20日

1月21日

1月22日

1月23日

11 : 32 村山首相が被災地視察のため、伊丹空港に到着。

土井たか＋衆議院議長とともに自衛隊ヘリに乗り換えて上空から

視余した後、市内の病院や避難所などで被災者を兄舞った。

15: 00 神戸港の港湾施設の甚大な被害が分かる。

15: 40 村山首相が兵庫県公館で記者会見。「想像を絶する、誰も予測Lえ

なかった、予想を超えた災害だ」

18: 59 洲本で裟度3（弱震）の余裳（マグニチュード4.2)を記録。

(20日0時までに、有感地震91回、体に感じないもの815「lll)

20: 02 涌京した村山首相、閣僚会議を格上げした緊急対策本部の第1回

会合開催。

7 : 00 

9 : 00 

9 : 30 

前夜から神戸市内でさらに10数件の火災が発生。

日銀神戸支店で都市銀行など13行の預金払い戻しを開始。

兵庫県は、避難所に避難している住民は283,000人と発表。

10: 00 町議会議員協議会を開催。（被災状況の把握、対策について）

11 : 05 国会で土井たか＋衆議院議長が哀悼の辞。

11 : 30 兵庫県内の断水は95ガ世帯、ガス停止も85万世帯と判明。

0: 00 神戸市消防局、市内の焼失面積がlOOhaを超えたと発表。

13: 00 淡路町町内会長会を開催。この時点でガレキの運搬、処分費のみ

町が負担すると発表。 (1月318申込締切）

17: 00 地震後、初の雨の予報で、二次災害の恐れのある地域住民が避難。

21 : 12 北淡町で哀度4、神戸で震度3の余哀。

淡挫町で仮設住宅の建設工事が着手される。

町議会議員が災害現地を調査し、災害対策本部長に対して、早期復IAと町民
生活の安定に尽くすことを望む意兄苫を提出する。

4 : 30 兵庫県南束部と淡路島に大雨 ・雷 ・強風 ・波浪注意報発令。
地裳発生後、初めて被災地に雨が降り、地渡で地槃の緩んだ場所

では、土砂崩れや庄崩れが相次いだが、＃前の避難などで人的被

害はなかった。

23: 37 気象庁は余震が1000回に達し、うち有惑地裳は105回と発表。

被災家屋のガレキ処分申請

受付開始。(1/23-1/31)

町内4カ所の避難所へ巡回

建康相談を開始。

町内の避難所ヘポランティ

アが炊き出し。(1/23-3/10)

....避離者への炊き出しに廷373人のポランティアが活躍

R
 



1月23日

1月24日

1月25日

1月2?日

1月28日

1月30日

1月31日

2月1日

2月2日

2月3日

13: 00 

17: 00 

19: 00 

神戸市兵庫区で、市水道局職員が

心労のため自殺の報。

14: 00 

淡路町で仮設住宅への入居申込受付開始。

淡路町で災害援護資金貸付中請の受付開始。

淡路町で罹災証明書の発行開始。

15: 00 

政府は損壊した住宅や中小企業者が所有する建物の解1本や、ガレキの処理（乍
業を市町村が行い、その費用の半額を国が補助することを決めた。

（淡路町では30日に、解体は無料との住民向けのチラシを配布）

各町内会へ食糧品

n: oo 

政府の現地対策本部が県公館で初会合。

関西電力が被災地全域への送屯を再開と発表。

町内の上水道復旧工事が完了。

第五管区海上保安本部、

裳源域の海底調査で須

沖にも断層確認。
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本州四国連絡橋公団第一建設局が「明石海峡大橋淡路島側アンカ

レイジが、西へ1Amずれた」と発表。

衣類、 日用品等の救援物資配布。（第2回目）

て被災者全貝が入居できる兵庫県は仮設住宅について、原則と

よう 7万戸確保を発表。

天皇、皇后両陛下が、淡跨島で最も被害の大きかった北淡町を訪問され、被

災者に励ましのお言菓。

石屋小学校、岩屋中学校で避難訓練を実施。

仮設住宅の入居開始。第1号は五色町都志に完成した 4戸。

避難所生活の49歳男性が六甲山中で自
゜

山形大の前田保夫教授らが、複

(15日に三ノ宮で地震断層発見）

の活断培が動いた地裳と推定。
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2月5日

2月6日

2月8日

2月9日

2月10日

2月12日

2月14日

2月16日

14: 00 

淡路町に全H本プロレスのジャイアント馬場さんが激励に訪れる。

23日ぶりにすべての県立全日制高校130校で授業再開。

9 : 30 

被害が大きかった新長田 ・若松地区の合同葬儀が行わ

冥福を祈る。

関西財界人を集めた震災復典会議が大阪で開催。

淡路町は、到壊家屋等の解体申請の

受付を延長した。¥2月28日締切）

淡路町で、鵜崎仮設住宅の入居が始

まる。

町議会議員協議会を開催し、町当局

から震災に関する現状と今後の対応

について報告聴取。

政府が「復典委員会」設詔を閣議決定。

TS: 00 

◄ ジャイアント馬場さんに
激される選難者のみな
さん （淡路町公民館で
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岩屋中学校生徒会のメンパーを中心に、救援物資の仕分け作業ボランティア

こ参加。

震災名が「版神 ・淡路大裳災」と閣議決定される。

淡路町で、被害届けの受付を開始。(17日まで）

政府の復典委員会が初会合。



2月1?日

2月20日

2月26日

2月2?日

3月1日

3月9日

12: 00 激震が襲った午前 5時4紡分に県庁内で災害対策本部会議が開か

犠牲者を追悼するため、各官公庁に半旗が掲しナられる。正午に兵

庫県庁屋上の鐘が嗚らされ、県庁前広場では職員約500人が一分

間の熟祷c

淡路町庁舎内で 全職員が一分間の黙祷。

明石市立天文科学館の大時計が、正午、 1カ月ぷりに動きだ

淡路町で、倒壊家屋等の解体工事説明会が

る。

各町内会へ食糧品、衣類

"8: 00 健七ンターで行

み-‘-0 
れ

日用品等の救援物資配布。 （第3回目）

第120回淡路町臨時議会を開催。（災害対策関係の補正予算を審議）

淡路町議会が「兵庫県南部地震災害対策特別委員会」を設置。

淡路町で、全国から届いた救援物資の配布が石届小学校体育館で行われ、約

2千人が訪れた。
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また、婦 会や石屋小学校児登が救援物資仕分け作業ポランティアに参加。

淡路町保健センターで倒壊家屋等解体工事の業者I::'.:アリング始まる。

項泉児童公園災害復旧工事を行う 。(3/1-3/14)

町議会が「兵庫県南部地震（こよる被災者並びに地方公共団体の負担軽減を求

める意見苦」を関係行政庁に提出する。



3月13日

3月14日

3月20日

3月29日

3月31日

4月8日

4月12日

4月13日

4月21日

淡路町は、仮設住宅への入居等で避難者が居なくなったため、町内 4カ所の

避難所を閉鎖した。

淡路町で、被災者の方々に見舞金が支払われた。（全壊世帯に30万円、半壊世

帯に20万円）

淡路町は、倒壊家屋等の解体申請受付を再度延長。 (3月24日締切）

9崎集会所で、講師に生村吾郎先生（生村神経科院長）を招き、 「哀災後の心
のケア」講演会を開催。

淡路町で災害援護資金の廿し付けが始まる。

石屋小学校体育館に、歌手の泉谷しげるさんがボランティアで訪れ

楽しいひとときをプレゼント。

◄ 泉谷しげるさんの手づ
くりコンサートで複災
者の心も和みました
石涅小学校体育館で

反設住宅入居者に「心のケア」「建康管理」の Iゞ ンフレット配布。

仮設住宅入居者による自治会が発足される。

町議会の兵庫県南部地衷災害対策特別委員会が、今回の地震により大谷ダム

等の溜め池が大きな被害を受けたことにより、深刻化している水資源の確

の方策を研究するため、長崎県平戸市の海水淡水化施設を視察した。



4月30日

5月1日

5月3日

5月12日

5月18日

5月25日

5月26日

6月1日

紀宮消子内親王骰下が震災見舞いで淡路町をご訪問。

...震災後の遍の様子などをお聞きになられる紀宮さま 岩翌港付捌き所付近で）

10: 00 展災復典の最大の課題である住宅復興促進のため、淡路総合住宅

相談所が北淡町民センターに開設。

淡路町で、要援護家庭激励金の申し込み受付開始。

鵜崎の仮設住宅ヘポランティアグループ「マーガレ J 卜」のみなさんが花のプ

レゼント。

第1I?J淡路町震災復典計画検討委員会を公民舘で開催。

鵜崎の仮設住宅入居者に対して「今後における住宅確保のアンケート」を実施

する。

町議会の兵庫県南部地震災害対策特別委員会を開催。

（災害公営住宅、ガレキ処理状況等の進捗について）

淡路町で、要援護家庭激励金の支払いが始まる。 (1世帯当り30万円）

鵜崎の仮設住宅にエアコン設誤工事が始まる。

⑤ 



6月2日 第2lll]淡路町震災復興計画検討委員会を公民館で開催。

6月19日 釜口漁港の災害復旧工事を行う。 (6/19~H 8. 2/14) 

6月22日 岩屋漁港の災害復lH工事を行う。 6/22~ 12/18) 

6月23日 町の復興計画策定に向げ、町内全世帯を対象に「裳災復興アンケート」を実施。

（回収率89.4%)

6月26日 岩屋県民サンピーチ裏山の転石除去工事を行う。 (6/26~7/7)

▲民家の庇を直撃した巨大な転石県Kサンピーチの裏IlIで）

6月30日 淡路町の被災家屋解体撤去作業が完f<'I 

？月 8日 兵庫県が「ひょうごフェニックス計画（案）」を発表。

7月10日 岩屋字古城跡（城山付近）で治山工＊を行う。 (7/10-11/6) 

R 



？月15日

7月1?日

？月21日

？月30日

崎ふれあい七ンタ ー（仮設住宅）開所c

▲鵜崎ふれあいセンターは交流の場なととして広く利用されています ヽ

崎の仮設住宅人居者に「健康アンケート調査」を実施。

淡路町における仮設住宅全］23戸）への人居が完了する。

1市10町等の主催によぷ淡路島いきいきフェスティバル」が北淡町の北淡束

中学校クラウンドで開催され、会場には特産物を販売する青空市やたくさん

の芸能人，こよるショーに 1万人の人出で賑わい、淡路島復典への心意気を全

国に向かって発信した。

◄ 
7月30日、 淡 号島
いきいきフェスアイ
パルJに集まった人
は約 1万人，
元気な姿で復興ヘ

の意欲をみなぎら

せていました
-itil 点中ぇ囚校_•
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8月8日

8月10日

8月14日

8月1?日

8月20日

8月21日

8月25日

8月30日

9月1日

⑤ 

石歴小学校及び付屈幼稚園の災古復In工事を行う。（8/8~10/28)

淡路アソンフレホールの災害復旧工事を行う。（8/10~10/20) 

恒例の「淡路町反まつり」が石9産小学校グラウンドで実施され、花火大会こそ

白粛したものの約2千人の町民が躾い、復典への力強い決慈を表した，

夏まつりには、同じ被災地の
神戸から r神戸華僑総会獅子
隊」も参加され、復興に向け
て大いに盛上りを見せた

農業憩いの家の災害応急修繕工事を行う。（8/17~9/29)

鵜崎仮設住宅内ふれあい七ンター広場で、盆踊り大会実施。

淡路町で、持ち家の修培やit貸住宅人居のための助成金申諮受付を開始。
（上限30万円 平成10年3月31日まで受付］

「淡路町裳災復興計画策定委具会メり委員を委騒する。

「淡路町中小企業災害復旧打金利f内補給規則」が施行される。

淡昨町庁合の災杏卸nェヨ＃を行う。（9/1~12/25)



9月4日

9月7日

9月25日

10月11日

10月16日

10月19日

10月20日

10月26日

11月16日

11月24日

12月7日

町の義援金配分委員会が第1回目の会合を開催し、全国から寄せられた義援

金の配分方法等について検討。

町議会の産業建設衛生常任委員会が、地震災害から力強い復興を進めている

北海道 ・奥尻町を訪問し、災害復典のあり方を調査 ・研究した。

Iの義援金配分委員会が第 2回目の会合を開催。

勤労者体育センターの災古復旧工事を行う。 (10/11~ 11/8) 

第3l.e.1淡路町姦災復興計画検討委員会を公民館で開催し、素案がまとまる。

岩届中学校で、崖崩れ補修工事が始まる。

岩屋中学校校舎の災害復旧工事が始まる。

淡路町で、持ち家の修繕や貨貸住宅入居のための助成金(30万円）の支払いを

開始。

全国から寄せられた義援金の中から、被災住民の生活援助及び店補の活性化

事業として、町内の裔店で使用てきる「お買物券」を全世帯に配布。

淡路町震災復典計画の素案を議会議員協議会に説明。

津名町のしづかホール駐卓場内に「津名 ・心のケアセンター」が開所。



平成8年

1月16日

1月1?日

R 

政府は、首相官邸で阪神・淡路復典対策本部の第6皿会合を開き、首相は被

矢地復典に全力で取り組むよう指示。

5 : 46 ~災から 1 年。 各地で．計義牲者を悼み、復興への密いを新たにす

る様々な催しが開かれた。

テレビでは、夜明け前から深夜に至るまで報道特番を放映。

17: 46 県立淡路島公園で、淡路町のはやしお太鼓保存会が犠牲者への第

魂と被灰者の希望を未来1こつなげる思、いを込めて、太鼓を派奏 U

これは神戸の復典支援グループの呼び掛，tで「ひびけ！鎮魂と希
望の太鼓」と題したイペントに参加したもので、日本国内は元よ

り海外の各地でも一斉．こ太鼓を打ち嗚らし、鎖魂と復興への思い

が世界中の空に力強く特き渡りました。

...寒空の下、世界中に届けとばかりに力強く太鼓を打ち鴨らすはやしお太鼓保存会のみなさん

媒立液ヽ各島公[9で）

→ 
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震源地及び震度

兵庫県南部地裳の本震は、平成7年1月17日火）

午前 5時46分頃発生し、姦源地は淡路島北部 （北

緯34度36分、東経135度03分）、裳源の深さは約14

km、マグニチュード7.2で最大裳度は観測史上初の

7を記録
゜

これに伴う余裳は

1,521回に達し、

2月17日までの 1ヵ月間で

このうち248阿 （北淡町等で衷度

4が最大）の有惑地裳を記録し る。

地霙のタイプ

深さ14kmという比較的浅い部分で発生

が横にずれることによって起こった

ヤエネルギーが一挙に解放されるタイフであった。

ので

、断層

大き

このため、地裟の緞続時間は短い（約20秒）反面、

振幅が最大l&mという観澗史上最大の強い揺れを

観測。人I」350万人余りが密集する淡路島北部から

神戸市及び阪神地域の直下で発生した、内陸 ・都

市直下型地震であった。

被害の状況

人的被 害

自治省消防庁の発表によれば、兵庫県南部地姦

（阪神 ・淡辟大震災）による裳災死者数は、関連死

を含めて6,308人（平成 7年12月26日現在）で各地

の内訳は、表 lのとおりである。

力お、その他行方不明者が2人、負偽者が43.1

77人。9主家被害では全壊した家屋が100.30冴東とた

って

表 1

る。
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兵庫県南部地 の 要と ＝状況等

淡路町仮設住宅の状況 被災家屋の解体処理状況

淡路町で

こ仮設住宅は鵜崎地区に115P、

1月22日から 7月16日ま ‘‘に建設

屎地区、こ

わせて123戸で、 7月21日に入居が完了した。

戸
／入
、ロ

ボランティア活動の状況

この災害では、ほぼ全町民が何らかの被害を受

けたにもかかわらず、比較的ダメージの少なかっ

ボランティアとして様々な形でた方々の多

被災住民の救援活動に参加していただきま

が

• ~ 
1.:_ 0 

l月17日～3月31日

仮設住宅へのサl越しポランテ ．イア 2 9 

救援物資の仕分けポランテ ィア I l 3 3 
- -- - -- -
ik調査のポランティア 2 0 亨国森―点ランテ ィ：―|~人
道路．Kのガレキ撤去ポランティア I 7 
避難所への給食ポランテ 9ア 3 7 3 

I 計 （延ぺ） 661人

・;・・延ぺ祁1人：ア）うち．町外から110人、ガ々がポぅ ・ノナ、元：苓りU
ていたどきました

淡路町が実施した被り＜家屋官の解体処理工事：-ヽ

全部解体が443件、屋根瓦の撤去等一部解体が343

件、その他プロック眼等の解体が36件で、合計822

件の解体工事を実施し、総頷で約6億 5百万円を

要 t-←~ 〇

仮設住宅入居者に花のブレゼントをするポランティアのみなさん

＠ 



淡路町の住家被害等

I 被 害 区 分 件 数 被 害 額（千円）
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淡路町避難所の状況

開

淡路町公民館 1月17日～3月IO日

神の前集会所 1月22日～ 1月298

西の町集会所 1月178~3月131:1

長浜集会所 1月17日～ 3月4日
！ 
1月17日～ 3月13日 56日間 3, 5 4 4 

この避甦所へ、延ぺ373人のポランティアのみなさんが］82食の給食合計で5,631

食1を47日間にわた・，て作ってFさいました。

設 期 問 避 者数 備 考

53日間

日間

邸口間

47日間

計

2. 4 6 6 

2 2 

8 2 l 

2 3 5 

1日平均

63.3 

1日最多

145 



兵庫県南部地霙の 要と被害状況等

災害見舞金等の支給状況

分

全壊世帯兒舞金等

半壊世帯見舞金等I
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災害援護資金貸付申込の受付状況

貸付区分 口件 数
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義援金の配分等 全国から淡路町に寄せられた義援金については、平成8年 1月17日現在で

l,406件、78,875千円に達し、 「淡路町兵庫県南部地衷災害義援金配分委

中検討した結果、次のとおり配分 したっ
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《索案 》

兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）

淡路町震災復興計画
～阪神・淡路大震災を乗り越えて～

淡路町



淡路町復興計画

基本構想

［基本理 念 一憩えるまちづくリー

ヽ

ノ

基本目標 1.自然との共生と憩える環境の創出

2.広い視野に立った誰もが住み続けたいと願うまちづくリ

3.災害に強く 、安心して喜らせるまちづくり

4.官民協働でのまちの復興

策定の趣旨 平成？年1月1?日の午前5時46分に淡路町の住民が、かつて一

度も経験していない、想像を絶する“自然の猛威＂それが 、今回の

淡路島北郎を震源地とした兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）で

ある。

この雲災は、まちに甚大な被害をもたらし約1,000世帯(3,000

人程度）の家屋が全半壊し、公共施設にも多大な損傷を被った

こうした状況にあって震源地の間近であったにもかかわらず、

幸いにも火災がなかったことは救われた思いである

この大雲災で、淡路町のまちの持つ問題点・課題を我々は改め

て認識せざるを得ない

この復興計画の策定にあたってはまず町識貝で構成される「淡

路町震災復興計画検討委員会」によって原案が練られ、それを町

有識者等で構成された「淡路町震災復興計画策定委員会」で検討 ．

協議し 「`淡路町窟災復興計画」が提言された

これを受けて、策定された計画を塞に住民の一日も早い生活の

安定と速やかな復lB．復興をめざし、計画に位置づけた貝体的な

事業は官民協働で推進することとする。

⑩
 



基本方針 災により、このまちが失ったもの、必要だったものを的確に

把握して、住民が安心して暮らせるまちづくリの実現のため、総

合計画（第4次）に基づいて、復興のための基本理念を明確にする

「基本構想」を立案する。

計画推進上の

課題

今回の未曽有の大震災からの復興は、被災者のみならず地方公

共団体等にとって前例のない困難を伴い、復興事業の推進にあた

っても10ヵ年の長期に及ぶものであるので、社会情勢や住民ニー

ズ等の変化に対応しつつ、その目標の達成をめざす

1．まちが持つ良い個性を失うことなく 、国際的視野に立った、

人と自然が共生する憩えるまちづく り

古釆、淡路島の北の玄関口として景観にも優れた要衝として

栄え 、 平成10年に完成する明石海峡大橋によリ 、 関西•四国圏

発展の広域重要ポイントとして新たな地域の発展に役立つ復興

であること、さらには、自然環境の保全や住環境をよリ高める

視点からの対応を図る。

2.住民と共に歩む安心して暮らせるまちづくり

わが1BJは、海で魚を獲り、平地で水稲、山では果樹を作って

生計を営み、多大なる自然の恩恵を受けてきたと同時に、それ

以上の風水害等も被ってきました。

まちの復興と災害に強いまちづくりを推進するため、住民と

行政が智恵を出し合い、助け合いながら社会インフラ、福祉、

教育、文化、産業等の復興を官民協働でこれからのまちづくリ

を行う

（目標年次 2004年 （平成16年）

ヽ

ノ

（対象地域 淡路町全域

ヽ

ノ

⑤ 



復興事業計画 ～憩えるまちづくリのために～

IT: 3年以内に概成する事業

◆水際線と都市デザイン（絵島周辺美化事業）

◆道路システムの再編（生活道路改良工事）

◆衛生施設の充実（火葬場改修工事）

◆防災マネージメントの充実（地域防災計画の見直し）

●災害復興住宅の供給（災害公営住宅建設事業）

●防災意識の高揚（消火設備設置事業）

●商工業の振興（中小企業災害復18資金利子補給）

●廃棄物処理施設の整備（北淡路生活環境施設整備事業）

厄3年以内に着手する事業

♦市街地環境の整備（岩屋港ポケッ トパーク整備事業）

◆歩行者空間ネットワーク（小径整備事業）

◆郊外地域の計画的発展（砂連尾宅地造成事業）

◆保健・医療福祉の拠点づくリ（保健ふれあいセンター建設事業）

◆防災資機材の充実（コミュニティー事業）

◆防災施設の整備（防災備蓄施設設置事業）

◆地域防災基盤の整備（防災行政情報システム事業）

◆災害復興住宅の供給（共同コミュニティー住宅建設事業）

◆上水道施設の整備（上水道施設耐震化事業）

◆下水道施設の整備（広域下水道施設整備事業）

◆ポランティア活動の推進（ポランティアセンター設置事業）

ふ10年以内に概成する事業

♦都市と農山漁村の交流（農業憩の家改築工事）

◆町内集会所の充実（コミュニティー会館建設事業）

災施設の充実（防火水栖設置事業）

◆防災機能の強化（河川改修工事）

◆集客産業の振興（岩屋海岸整備事業）

＠ 
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